
教育庁、知事部局の関係各課の諸施策に、答申趣旨がどのように
具現化されているか各課からの報告の後、意見交換を行いました。

◇委員からの意見

・各課が協力してやれることはやっていきたいとおっしゃったことに期待してい

る。各課の事業を調整して協働できるような企画ができて、そこに各課が協力

していく体制ができればよいのではないだろうか。

・政策企画課、地域づくり推進課、長寿社会課にはこれまでお声掛けをして社会

教育委員会に出席していただいている。これがきっかけとなってお互いの事業

を相乗りするような環境が生まれてきた。つまり社会教育が、教育委員会と知

事部局の諸事業をつなぐ結節点になったことは間違いないだろうと思っている。

今後は一緒に事業が共催できるとか、役割を分担するとか、お互いの持ち味を

生かし合うとか、そういう関係が課を超えて部局を超えて成立するような環境

が作られれば、私たちの社会教育委員会は意味

があるのではと思っている。

第５回委員会の内容
（議 事）平成30年度社会教育関係団体に対する補助金に

ついて

（全体会）「第33期社会教育委員会答申」についての協議

○社会教育関係団体への補助金交付に対し、各委員さんから
意見をいただき、適正な内容であることが認められました。


